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1．はじめに 

1.1 子どもの遊びの現状 

現代の子どもは身体を活発に動かす時間的，空間的

および社会的機会が少ないことが指摘されている。子ど

もの遊びは，幼児期の身体面や精神面の発達を促進

するだけでなく，その後の生涯を通じた社会性の発達

にも貢献している。このように，子どもの遊びは社会的に

も極めて重要であるにもかかわらず，子どもを取り巻く近

代的な生活環境は子どもの遊びの阻害要因 1)として取

り上げられている（Ginsburg, 2007）。 

 子どもの遊びに対する固定的観念が“自発的”である

とすると，現代の子どもの遊びは環境により誘発しなけ

ればならないほど非活動的であるように考えられる。近

年，身体活動を中心とした公衆衛生戦略 2)が国，地域

のみならず家庭向けにもその対象を拡大していることは，

子どものテレビ，ゲーム，PC などの電子メディア利用な

どによる座っている時間の増大を反映しているものと思

われる（Global Advocacy Council for Physical Activity，

2010）。 

 

1.2 新たな視点の必要性 

このような座位行動（Sedentary Behavior, SB）は年齢

を問わず健康障害リスクであることが種々の研究によっ

て明らかにされつつあり，遊びを誘発するだけでなく，

SB を減少させるような試みが進んでいる（Dennison, 

2004）。これらの研究では子ども個人を対象としてリスク

因子を解明し，その対策を実施，普及することが重視さ

れてきた 3)。子どもを取り巻く生活環境と身体的・精神的

および社会的特性の相互作用 4)を明らかにすることは，

現在の少子・超高齢社会において子どもが心身ともに

健全に育ち，元気を取り戻すための最初の課題と位置

付けることができるのではないだろうか（Bronfenbrenner，

1992）。 

我が国における急速な社会構造の変化は，人間関

係を希薄化し，社会の基本的単位としての家族は崩壊

の危機に瀕している。このような状況においては，親子・

きょうだい，家族，地域を研究単位とする生態学的視点

（Institute of Medicine，2002）により子どもの遊びの特性

を明らかにすることが，社会全体の健康増進対策 5)を講

じる上で極めて有用な情報を提供できるのではないかと

考えられる。 

 

1.3 本考察の目的 

そこで本シンポジウムではこれまでの研究を踏まえ，

運動生態学の視点から子どもの元気づくりにおける人

間工学の役割について考察を試みたい． 

 運動生態学は新しい学問領域であり，ここでは運動生

理学，体育学，体力医学などの運動関連領域と，生態

学，公衆衛生学，ヘルスプロモーションなどの社会科学

的領域を背景とした複合的な学問領域と（仮に）定義し

ておく。したがって，運動生態学として独自に確立した

理論や方法論を持たず，関連領域の理論や方法論を

応用することとする。人間工学との接点については本稿

の最後で言及する。 

 

2．子どもの遊び 

2.1 保育園児の遊びと精神的発達の関係 

江川（2010）は，東京都内私立保育所の 3～5歳児73

人を対象として，保育士評定による子どもの遊びと精神

的発達の関係について検討した 6)。保育所内における

子どもの身体活動を鈴木らが開発した「子どもアクティビ

ティ尺度」により，精神的発達状況を教師用「子どもの強

さと困難さアンケート（日本語版 SDQ-T）」によりそれぞ

れ評価した。その結果，遊びと精神的発達遅延を反映

する SDQ総合得点とは有意な関連が認められず，向社

会性とは有意な正の相関が認められた。 

この研究は横断研究であるために，因果関係は明ら

かにされていないが，保育園での「遊び」が活発な子ど

もは社会的に適応している可能性を示唆している。 
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2.2 保育園児とその親で遊ぶことの効果 

江川ら（2010）は，東京都内私立保育所の 3～5 歳児

とその親 20 組を対象として，親子で一緒に体を使って

遊ぶことが精神的健康度に及ぼす影響を検討した 7)。

週 1回，1回 60分，全 12回の「親子運動プログラム」の

前後で保護者評定「子どもの強さと困難さアンケート（日

本語版 SDQ-P）」の下位尺度である「情緒」は 10人が向

上，5 人が低下し，「行動」は 7 人が向上，5 人が低下し

た。 

 

2.3 未就学児童の健康状態と生活習慣との関係 

未就学児童の健康状態は身体活動のみならず食事

や睡眠などの生活習慣と密接に関連している。江川ら

（2010）は，健康教育の観点から，幼児期の栄養教育に

関するシステマティックレビューを実施した 8)。対象論文

は医学分野のデータベース（PubMed）に搭載されてい

る 2007年から 2009年に公表された 19論文であった。  

幼児期の健康教育の実践は，その後のライフステー

ジにおける健康事象に大きく影響することが多くの先行

研究で共通に論じられていた。また，海外の先行研究

では，大規模な有効性検証研究が実施されているが，

本邦ではこのような研究はみられなかった。  

 

3．子どもの元気づくりのための人間工学の役割 

江川（2010）は，「子ども人間工学」の可能性について

「子育て」，「子育ち」，「子育つ」（筆者の造語）の３つの

視点を提示している 9)。それぞれの視点は親の立場，子

どもの立場，そして親子あるいは家族の立場から，家族

成員個人のみならず，家族や地域社会全体の“幸せ”

を育むことを意味している。運動生態学から子どもの元

気づくりについて 2つの側面について考察する。 

第 1の側面は，子どもを取り巻く生活環境を改善すれ

ば，子どもをより元気にできるか？という側面である。先

行研究でも明らかにされている通り，小児の身体的，精

神的および社会的状態は生活環境の影響を受けてい

るので，寄与率の高い生活環境要因を改善することで，

子どもの健康状態は改善することが期待できる。しかし，

高度に自動化が実現され，情報社会が達成された現代

的な生活様式を大きく変容させることは非現実的である。

したがって，このアプローチのみでは不十分ではないだ

ろうか？ 

そこで，第 2 の側面として現代的な生活環境をうまく

活用することで，子どもを元気にする可能性はないだろ

うか？古くからの遊びの概念に縛られることなく，技術と

共存し，新しい時代の子どもの遊びを創造することはで

きないだろうか？従来，「モノ」がない時代には多種多

様な遊びの工夫があったと思われる。現在，「モノ」があ

ふれている時代に，どのような創意工夫ができるだろう

か？子どもがますます少なくなる時代に，世代を超えた

「知恵」がこれらの課題を解決できることを期待したい。 

人間工学が「ヒト」と「モノ」の知恵を提供できるのであ

れば，「子ども人間工学」は社会の“幸せ”を実現するう

えで大きな役割を果たすのではないかと考える。 
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